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3月
9日
、
須
藤
村
長
に
受
章
報
告
に
訪
れ
た
福
山
副
団
長（
左
）と
畠
山
団
長（
中
央
）

　
３
月
６
日
、
平
成
26
年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式
が
東
京
都
で

開
催
さ
れ
、
畠
山
賢
悦
団
長
と
福
山
義
徳
副
団
長
ら
が
出
席
し
、
消
防
庁
長
官

か
ら
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
青
森
県
か
ら
受
章
し
た
消
防
機
関
は
新
郷
村
消
防
団
だ
け
で
す
。
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燃
え
る
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み
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新
郷
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域
　
月
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・
木
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（
祭
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も
収
集
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。
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（
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：
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祝
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新
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新
入
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園
）児
の
交
通
事
故
防
止
運
動（
～
13
日
）

村
内
小
中
学
校
入
学
式

７
火

入
学
お
め
で
と
う！
春
の
あ
い
さ
つ・
声
か
け
運
動（
～
10
日
）

８
水
人
権
相
談

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

10
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

春
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

12
日
青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

新
郷
温
泉
館
休
館
日

13
月
乳
児
・
１
歳
６
ヶ
月
・
２
歳
児
健
診

17
金
資
源
ご
み（
ビ
ン・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

第
39
9回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

19
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

20
月
新
郷
村
教
育
大
会

23
木
春
季
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射（
～
24
日
）

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

24
金
五
戸
地
区
消
防
団
観
閲
式

26
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

27
月
昭
和
の
日

29
水
軽
自
動
車
税
納
期
限
　
　
　

30
木

み
ん
な
で
支
え
る

国
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産
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植
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ン
キ
を
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用
し
て
い
ま
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２月18日　第23回新郷村社会福祉大会
（関連記事７ページ）

２月18日　第23回新郷村社会福祉大会
（関連記事７ページ）

ともに支え合う福祉のむらづくりともに支え合う福祉のむらづくり
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歳出 ２７億４，４００万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額
（単位：千円・％）

村税の内訳 1億8,493万5千円
たばこ税 950万0千円（5.1%）

歳入 ２７億４，４００万円 平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

住みよい村づくりに27億4,400万円住みよい村づくりに27億4,400万円住みよい村づくりに27億4,400万円
　平
成
27
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
６
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
27
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
27
億
４
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
８
４
０
万
円
、
０
・
３
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
5,770万1千円
（31.2％）

軽自動車税
1024万7千円
（5.6％）

特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億748万6千円
（58.1％）

平成27年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

総　務　費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 5億8,783万6千円（5億5,151万0千円）
●税システム等リース料及び利用料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,029万2千円
●住民基本台帳ネットワークシステムリース料　　　　　　　　　　　　　468万3千円
●路線バス等運行業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,504万2千円
●バス路線維持費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　370万0千円
●選挙費（青森県議会議員一般選挙・青森県知事選挙費等） 　　　　　　1,257万2千円
●集落活動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　550万0千円
●定住促進住宅整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,800万0千円
●再生可能エネルギー等導入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,300万0千円

民　生　費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　  5億2,352万2千円（5億2,511万4千円）
●三戸郡福祉事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　940万0千円
●新郷村社会福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,073万8千円
●介護保険特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9,054万6千円
●ほのぼのコミュニティ21推進事業費委託料　　　　　　　　　　　　　　462万6千円
●重度心身障害者医療費給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　700万0千円
●障害者自立支援給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,207万9千円
●国保特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,800万9千円
●診療所特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,800万0千円
●後期高齢者医療費療養給付費負担金　　　　　　　　　　　　　　　　3,605万2千円
●後期医療特別会計の繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,884万9千円
●臨時福祉給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　590万0千円
●乳幼児医療給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300万0千円
●子ども医療費給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300万0千円
●施設型給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,500万0千円
●児童手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,707万0千円

合　　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

特定環境保全公共下水道

会　　　計　　　別

27億4,400万0千円

14億8,637万1千円

5億0,842万2千円

1億1,943万4千円

1億4,025万3千円

3,406万7千円

2億1,086万8千円

42億3,037万1千円

平成27年度当初予算額 平成26年度当初予算額

27億3,560万0千円

12億3,101万3千円

4億1,800万0千円

1億1,707万9千円

4,352万7千円

3,511万0千円

1億9,049万8千円

39億6,661万3千円

0.3%

20.7%

21.6%

2.0%

222.2%

△3.0%

10.7%

6.6%

農業集落排水事業

介 護 保 険 3億9,757万1千円 11.7%4億4,404万7千円

2,928万0千円 2,922万8千円 0.2%

前年度対比

総務費
5億8,783万6千円
（21.4%）

教育費 2億2,972万3千円（8.4%）

商工費 1億6,053万0千円（5.9%）

消防費 9,999万6千円（3.6%）

衛生費 6,579万8千円（2.4%）

議会費 6,169万1千円（2.3%）

その他 609万5千円（0.2%）

農林水産業費
3億9,071万7千円
（14.2%）

土木費
2億7,831万7千円
（10.1%）

公債費
3億3,977万5千円
（12.4%）

民生費
5億2,352万2千円
（19.1%）

地方交付税
15億5,000万0千円
（56.5%）

県支出金 2億5,208万3千円（9.2%）

村債 2億2,850万0千円（8.3%）

国庫支出金 1億4,544万3千円（5.4%）

諸収入 1億2,133万1千円（4.4%）

その他 2億6,170万8千円（9.5%）

村税 1億8,493万5千円（6.7%）
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前年度対比

総務費
5億8,783万6千円
（21.4%）

教育費 2億2,972万3千円（8.4%）

商工費 1億6,053万0千円（5.9%）

消防費 9,999万6千円（3.6%）

衛生費 6,579万8千円（2.4%）

議会費 6,169万1千円（2.3%）

その他 609万5千円（0.2%）

農林水産業費
3億9,071万7千円
（14.2%）

土木費
2億7,831万7千円
（10.1%）

公債費
3億3,977万5千円
（12.4%）

民生費
5億2,352万2千円
（19.1%）

地方交付税
15億5,000万0千円
（56.5%）

県支出金 2億5,208万3千円（9.2%）

村債 2億2,850万0千円（8.3%）

国庫支出金 1億4,544万3千円（5.4%）

諸収入 1億2,133万1千円（4.4%）

その他 2億6,170万8千円（9.5%）

村税 1億8,493万5千円（6.7%）
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平
成
27
年
度

　
新
郷
村
の
主
な
施
策

○
集
落
活
動
の
支
援

　世
帯
数
に
応
じ
、
住
民
の
取
り

組
み
に
助
成
し
ま
す
。（
施
設
整
備

事
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
）

○
原
木
き
の
こ
の
ほ
だ
木
購
入
支

援
事
業

　ほ
だ
木

　一
本

　
　

 

１
０
０
円

　種
菌

　販
売
価
格
の
１
／
３
助
成

○
高
齢
者
対
策

　冬
季
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス「
和

の
家
」を
引
き
続
き
開
設（
11
月
〜

３
月
ま
で
）し
ま
す
。

○
定
住
促
進
事
業

　金
ヶ
沢
坂
ノ
下
一
番
地
に
定
住

促
進
の
た
め
の
住
宅
を
建
設
し
ま

す
。

26
年
度
〜
27
年
度
に
10
棟
建
設

  

入
居
の
た
め
の
主
な
条
件

　新
た
に
村
に
住
所
を
有
す
る
夫

婦
ま
た
は
家
族
で
、
原
則
５
年
以

上
居
住
。
世
帯
主
が
45
歳
以
下
の

者
を
優
先
す
る
。

　家
賃

　
　

  

月
３
５
、０
０
０
円

（
入
居
者
に
18
歳
以
下
の
子
供
が

い
る
場
合
は
１
人
５
、０
０
０
円

割
引
）

　入
居
は
８
月
以
降
を
予
定

○
斎
場
使
用
料
の
助
成

　斎
場
使
用
料
の
半
額
を
村
で
助

成
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
１
２
、０
０
０
円
を
上

限
と
す
る
）

○
合
併
浄
化
槽
設
置
に
助
成

　合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、

村
で
２
／
３
を
助
成
し
ま
す
。

○
葉
た
ば
こ
立
枯
れ
病
防
除
に
助
成

　村
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施

す
る
防
除
対
策
事
業
に
お
け
る
土

壌
消
毒
・
マ
ル
チ
等
購
入
経
費
に

対
し
、
村
で
１
／
２
以
内
の
助
成

を
し
ま
す
。

○
商
店
街
活
性
化
事
業
の
実
施

　五
戸
町
と
新
郷
村
に
よ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
今
年
も
発
行
し

ま
す
。
商
品
券
１
０
、０
０
０
円

で
１
２
、０
０
０
円
分
の
買
い
物

が
で
き
ま
す
。

○
生
活
支
援
対
策
事
業

　村
内
の
美
化
活
動
と
し
て
、
道

路
維
持
作
業
を
秋
頃
10
日
間
程
実

施
す
る
予
定
で
す
。

○
奨
学
金
貸
付
事
業
の
実
施

　大
学
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、

新
規
に
大
学
５
名
、
高
校
５
名
程

に
貸
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　通
院
１
ヵ
月
当
り
１
、５
０
０

円
の
一
部
負
担
額
を
超
え
る
医
療

費
に
つ
い
て
、
全
額
を
村
が
助
成

し
ま
す
。

　入
院
１
日
当
り
５
０
０
円
の
一

部
負
担
額
を
超
え
る
医
療
費
に
つ

い
て
、
全
額
を
村
が
助
成
し
ま
す
。

○
子
ど
も
商
品
券
の
配
布

　１
人
月
額
１
、０
０
０
円
、
年

額
に
し
て
１
２
、０
０
０
円
を
、

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

交
付
し
ま
す
。（
５
月
と
10
月
の
２

回
に
分
け
て
交
付
さ
れ
、
村
内
の
こ

ど
も
商
品
券
加
盟
店
で
利
用
可
能
）

○
良
質
米
生
産
航
空
防
除
へ
の
助
成

　航
空
防
除
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

フ
ラ
イ
ト
料
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　10
ａ
当
り

　１
、０
８
０
円

○「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
、
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農

家
へ
の
助
成

助
成
額

　地
力
増
進

　１
ト
ン
当
り

　

　
　
　
　
　
　
　１
、５
０
０
円

　散

　布

　
　１
台
当
り

　

　
　
　
　
　
　
　１
、０
０
０
円

○
肉
用
牛
導
入
及
び
肉
用
牛
貸
付

事
業
の
実
施

（
村
単
独
事
業
）

①
肉
用
牛
購
入
価
格
１
頭
60
万
円

を
上
限
と
し
、
１
／
２（
30
万

円
）を
助
成
し
ま
す
。

②
貸
付
牛
は
60
万
円
を
上
限
に
、５

年
間
貸
付
し
、
全
額
返
還
と
な

り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

の
実
施

　26
の
集
落
協
定
あ
り

　総
事
業
費

５
、４
７
８
万
２
、７
５
４
円

（
27
年
度
〜
31
年
度
ま
で
の
５
ヵ

年
事
業
）

財
源
の
内
訳

（
国
50
％

　県
25
％

　村
25
％
）

○
間
伐
事
業
に
助
成

　三
八
地
方
森
林
組
合
等
で
実
施

す
る
山
づ
く
り
間
伐
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

（
国
・
県
か
ら
の
助
成
は
68
％
で
、

残
り
の
32
％
を
村
が
助
成
）

　山
主
負
担
ゼ
ロ
の
山
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

○
保
育
料
の
半
額
助
成

　保
育
料
を
村
で
助
成
し
、
国
の

基
準
の
半
額
と
し
ま
す
。

○
保
育
園
児
の
給
食
費
を
助
成

　３
歳
児
以
上
の
主
食
費（
米
代
）

を
助
成
し
ま
す
。

（
副
食
費
及
び
３
歳
未
満
児
の
食
費

は
保
育
料
等
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

　４
月
か
ら
の
一
号
認
定
こ
ど
も

（
幼
稚
園
対
象
児
）に
つ
い
て
も
、

主
食
費（
米
代
）分
を
助
成
し
ま

す
。

○
村
民
相
談
員
を
配
置

　毎
週
月
・
木
曜
日
の
２
日
間
、

役
場
２
階
相
談
室
で
相
談
員
を
配
置

し
、
村
民
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推

進
事
業
の
継
続

　社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
す
。

○
青
年
就
農
給
付
金
事
業
を
実
施

　新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
45
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
開
始
１
年
目
の
者
に
１

人
当
た
り
年
間
１
５
０
万
円
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦
で
の

新
規
就
農
に
対
し
て
は
２
２
５
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

○
草
地
更
新
共
同
利
用
機
械
導
入

事
業

　村
内
の
酪
農
経
営
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
新
郷
村
酪
農
活
性
化

協
議
会
が
共
同
利
用
す
る
機
械
導

入
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
草
地
更

新
を
す
る
こ
と
に
よ
り
自
給
飼
料

の
生
産
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  6,579万8千円（7,062万6千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　397万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理） 　　　　　　　　　　　969万6千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理） 　　　　　　　　　　　　1,014万8千円
●合併浄化槽整備費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　426万1千円
●簡易水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,482万3千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億9,071万7千円（3億5,650万3千円）
●良質米生産対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　580万0千円
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　420万0千円
●青年就農給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000万0千円
●草地更新共同利用機械導入事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　　500万0千円
●放牧場指定管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　550万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,478万3千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,010万0千円
●堆肥散布車購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　920万0千円
●森林農地整備センター受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,004万3千円
●森林環境保全整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,745万0千円
●小規模治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　445万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　831万1千円
●中山間地域総合整備事業負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,553万0千円
●農業集落排水事業特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　2,774万8千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億6,053万0千円（1億7,181万9千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,350万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,947万1千円
●キリストの里公園トイレ改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　286万6千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億7,831万7千円（2億7,339万6千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　1億1,042万5千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　480万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　4,410万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,300万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　　  9,999万6千円（1億0,130万8千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,263万9千円
●デジタル受令機購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440万0千円
●自主防災組織活動費等助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億2,972万3千円（2億5,927万0千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　352万0千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　756万0千円
●戸来小・西越小・野沢中屋内運動場天井照明器具等落下防止改修工事等　518万9千円
●金ヶ沢スキー場ヒュッテ等改築工事等　　　　　　　　　　　　　　　2,010万6千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,535万9千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,327万2千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 309万0千円（344万4千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　188万0千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億3,977万5千円（3億5,995万6千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3億0,743万8千円
●長期債利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,233万7千円

平成27年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額
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落
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に
助
成
し
ま
す
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と
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テ
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事
業
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０
０
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／
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。
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。
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０
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○
生
活
支
援
対
策
事
業

　
村
内
の
美
化
活
動
と
し
て
、
道

路
維
持
作
業
を
秋
頃
10
日
間
程
実

施
す
る
予
定
で
す
。

○
奨
学
金
貸
付
事
業
の
実
施

　
大
学
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、

新
規
に
大
学
５
名
、
高
校
５
名
程

に
貸
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　
通
院
１
ヵ
月
当
り
１
、５
０
０

円
の
一
部
負
担
額
を
超
え
る
医
療

費
に
つ
い
て
、
全
額
を
村
が
助
成

し
ま
す
。

　
入
院
１
日
当
り
５
０
０
円
の
一

部
負
担
額
を
超
え
る
医
療
費
に
つ

い
て
、
全
額
を
村
が
助
成
し
ま
す
。

○
子
ど
も
商
品
券
の
配
布

　
１
人
月
額
１
、０
０
０
円
、
年

額
に
し
て
１
２
、０
０
０
円
を
、

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

交
付
し
ま
す
。（
５
月
と
10
月
の
２

回
に
分
け
て
交
付
さ
れ
、
村
内
の
こ

ど
も
商
品
券
加
盟
店
で
利
用
可
能
）

○
良
質
米
生
産
航
空
防
除
へ
の
助
成

　
航
空
防
除
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

フ
ラ
イ
ト
料
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
10
ａ
当
り
　
１
、０
８
０
円

○「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
、
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農

家
へ
の
助
成

助
成
額

　
地
力
増
進
　
１
ト
ン
当
り
　

　
　
　
　
　
　
　
１
、５
０
０
円

　
散
　
布
　
　
１
台
当
り
　

　
　
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
円

○
肉
用
牛
導
入
及
び
肉
用
牛
貸
付

事
業
の
実
施

（
村
単
独
事
業
）

①
肉
用
牛
購
入
価
格
１
頭
60
万
円

を
上
限
と
し
、
１
／
２（
30
万

円
）を
助
成
し
ま
す
。

②
貸
付
牛
は
60
万
円
を
上
限
に
、５

年
間
貸
付
し
、
全
額
返
還
と
な

り
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

の
実
施

　
26
の
集
落
協
定
あ
り

　
総
事
業
費

５
、４
７
８
万
２
、７
５
４
円

（
27
年
度
〜
31
年
度
ま
で
の
５
ヵ

年
事
業
）

財
源
の
内
訳

（
国
50
％
　
県
25
％
　
村
25
％
）

○
間
伐
事
業
に
助
成

　
三
八
地
方
森
林
組
合
等
で
実
施

す
る
山
づ
く
り
間
伐
事
業
に
助
成

し
ま
す
。

（
国
・
県
か
ら
の
助
成
は
68
％
で
、

残
り
の
32
％
を
村
が
助
成
）

　
山
主
負
担
ゼ
ロ
の
山
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

○
保
育
料
の
半
額
助
成

　
保
育
料
を
村
で
助
成
し
、
国
の

基
準
の
半
額
と
し
ま
す
。

○
保
育
園
児
の
給
食
費
を
助
成

　
３
歳
児
以
上
の
主
食
費（
米
代
）

を
助
成
し
ま
す
。

（
副
食
費
及
び
３
歳
未
満
児
の
食
費

は
保
育
料
等
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

　
４
月
か
ら
の
一
号
認
定
こ
ど
も

（
幼
稚
園
対
象
児
）に
つ
い
て
も
、

主
食
費（
米
代
）分
を
助
成
し
ま

す
。

○
村
民
相
談
員
を
配
置

　
毎
週
月
・
木
曜
日
の
２
日
間
、

役
場
２
階
相
談
室
で
相
談
員
を
配
置

し
、
村
民
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推

進
事
業
の
継
続

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
見
守
り
活
動
を

行
い
ま
す
。

○
青
年
就
農
給
付
金
事
業
を
実
施

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
45
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
開
始
１
年
目
の
者
に
１

人
当
た
り
年
間
１
５
０
万
円
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦
で
の

新
規
就
農
に
対
し
て
は
２
２
５
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

○
草
地
更
新
共
同
利
用
機
械
導
入

事
業

　
村
内
の
酪
農
経
営
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
新
郷
村
酪
農
活
性
化

協
議
会
が
共
同
利
用
す
る
機
械
導

入
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
草
地
更

新
を
す
る
こ
と
に
よ
り
自
給
飼
料

の
生
産
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  6,579万8千円（7,062万6千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　397万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理） 　　　　　　　　　　　969万6千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理） 　　　　　　　　　　　　1,014万8千円
●合併浄化槽整備費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　426万1千円
●簡易水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,482万3千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億9,071万7千円（3億5,650万3千円）
●良質米生産対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　580万0千円
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　420万0千円
●青年就農給付金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000万0千円
●草地更新共同利用機械導入事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　　500万0千円
●放牧場指定管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　550万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,478万3千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,010万0千円
●堆肥散布車購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　920万0千円
●森林農地整備センター受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,004万3千円
●森林環境保全整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,745万0千円
●小規模治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　445万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　831万1千円
●中山間地域総合整備事業負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,553万0千円
●農業集落排水事業特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　2,774万8千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億6,053万0千円（1億7,181万9千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,350万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,947万1千円
●キリストの里公園トイレ改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　286万6千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億7,831万7千円（2億7,339万6千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　1億1,042万5千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　480万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　4,410万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,300万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　　  9,999万6千円（1億0,130万8千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,263万9千円
●デジタル受令機購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440万0千円
●自主防災組織活動費等助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億2,972万3千円（2億5,927万0千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　352万0千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　756万0千円
●戸来小・西越小・野沢中屋内運動場天井照明器具等落下防止改修工事等　518万9千円
●金ヶ沢スキー場ヒュッテ等改築工事等　　　　　　　　　　　　　　　2,010万6千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,535万9千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金ほか）　　　1,327万2千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 309万0千円（344万4千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　188万0千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億3,977万5千円（3億5,995万6千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3億0,743万8千円
●長期債利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,233万7千円

平成27年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額



6７　広報しんごう　H27・３

サバの種類の見分け方を、絵を描いて説明する
講師の沢上弘氏（滝沢出身）

感謝状を贈られる長峯ユリさん 表彰された民生委員と社会福祉関係者お遊戯を披露するしんごう保育園の園児

式辞を述べる田島英男村社会福祉協議会会長（中央）

新郷村連合婦人会のみなさんの踊り
ユニークな衣装で踊りを披露する新郷村老人
クラブ連合会のみなさん　　　　　　　　　

老人クラブ会員の
佐々木みささん

第23回 新郷村社会福祉大会
ともに生き、

支えあう福祉のむらづくり
住民１７０人が出席

本
村
出
身
の
沢
上

　弘
氏

「
サ
バ
が
持
っ
て
い
る
健
康
パ
ワ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て
講
演

○
ひ
か
り
の
ロ
マ
ン
ス
事
業（
地

域
振
興
力
向
上
対
策
支
援
事
業
）

　五
戸
町
と
新
郷
村
の
両
町
村
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　事
業
費

　
　
　
　２
１
０
万
円

○
定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備
事
業

　定
住
促
進
住
宅
と
し
て
５
棟
を

建
築
し
ま
す
。

事
業
費
　８
、８
２
０
万
２
千
円

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
業

　避
難
施
設
の
停
電
時
に
お
け
る

非
常
用
電
源
の
確
保
と
情
報
伝
達

等
に
使
用
す
る
た
め
、
蓄
電
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

　西
越
地
区
公
民
館２

、１
５
０
万
円

　役
場
庁
舎

　

  

２
、１
５
０
万
円

○
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業

　合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
で

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

に
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額

　

５
人
槽

　58
万
６
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

７
人
槽

　73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

○
林
道
曲
戸
ノ
上
線
開
設
事
業

　小
坂
地
区
〜
上
栃
棚
間
の
森
林

の
多
目
的
機
能
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
林
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
〜
30
年（
５
ヵ
年
）

延

　長

　

 

２
、６
０
０
メ
ー
ト
ル

事
業
費

　

 

１
億
６
、５
０
０
万
円

26
年
度
分
測
量
設
計
工
事
２
、６

０
０
メ
ー
ト
ル

○
農
道
保
全
調
査
計
画
業
務
委
託

事
業

　種
井
沢
・
木
ノ
間
線
の
路
面
劣

化
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
保
全

対
策
の
基
本
方
針
と
計
画
策
定
を

行
い
ま
す
。

○
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
ト
イ
レ
改

修
事
業

　キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
駐
車
場
の

ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
に
改
修

し
ま
す
。

○
雨
池
線
道
路
改
良
事
業

　長
峯
・
川
代
線
と
長
漕
・
長
崎

線
を
結
ぶ
道
路
の
舗
装
を
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

　３
億
円

　工
事
期
間

　平
成
22
年
〜
31
年

・
27
年
度

　舗
装
工
事

　延

　長

　
　３
４
０
メ
ー
ト
ル

　工
事
費

　
　１
、２
０
０
万
円

○
長
峯
・
横
沢
線
舗
装
事
業

全
体
事
業
費

　２
億
円

・
27
年
度

　舗
装
補
修
工
事

　延

　長

　
　４
０
０
メ
ー
ト
ル

　工
事
費

　
　２
、５
０
０
万
円

○
温
泉
線
整
備
事
業

　県
代
行
事
業

測
量
設
計
全
体
事
業
費

　
　
　
　
　
　６
、２
０
０
万
円

・
27
年
度

　測
量
設
計
８
０
０
万
円

○
橋
梁
整
備
事
業

　村
内
31
橋
梁
を
橋
梁
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
順
次
補
修
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

２
億
３
、０
０
０
万
円

・
27
年
度

　田
中
橋
他
４
橋
補
修

測
量
設
計
事
業
費２

、０
０
０
万
円

・
28
年
度
以
降

　長
峯
橋
他
28
橋

の
補
修
測
量
設
計
事
業
費

　
　
　
　１
億
８
、０
４
７
万
円

○
防
雪
柵
整
備
事
業

　大
畑
地
区
の
冬
期
間
の
安
全
を

図
る
た
め
防
雪
柵
を
設
置
し
ま
す
。

全
体
事
業
費
　
　４
、５
０
０
万
円

・
27
年
度

　測
量
設
計
・
用
地
買

収
等

　
　
　
　
　８
０
０
万
円

・
28
年
度
以
降

　防
雪
柵
設
置
工
事

３
、７
０
０
万
円

○
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
等

改
築
事
業

　金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
等

を
改
築
し
ま
す
。

　改
築
工
事
費

　１
、９
３
９
万
円

○
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

全
体
事
業
費

21
億
７
、０
０
０
万
円

　金
ヶ
沢
・
田
中
地
区
の
簡
易
水

道
施
設
の
統
合
を
行
い
、
耐
塩
素

性
病
原
生
物
対
策
と
し
て
紫
外
線

滅
菌
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

・
27
年
度

　測
量
・
設
計
費
及
び

導
水
管
・
紫
外
線
滅
菌
装
置
工
事

　
　
　
　
　
　１
億
４
２
１
万
円

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
事
業

　戸
来
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
、

電
気
設
備
の
長
寿
命
化
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

２
億
９
、０
０
０
万
円

・
27
年
度

　電
気
設
備
改
築
・
耐

震
診
断
・
補
強
設
計
費

　
　
　
　
　６
、６
０
０
万
円

○
超
音
波
診
断
装
置
購
入

　村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
診
療

所
に
超
音
波
診
断
装
置
を
導
入
し

ま
す
。

装
置
一
式

４
６
４
万
４
、０
０
０
円

平
成
27
年
度

　
新
郷
村
の
主
な
事
業

　２
月
18
日
、
美
郷
館
で「
第
23
回
新
郷
村
社

会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
住
民
約
１
７
０

人
が
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン「
と
も
に
生
き
、
支
え

あ
う
福
祉
の
む
ら
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
田
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
。
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
関
係
者
ら
11
人
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
本
村
の
滝
沢
出
身

で
八
戸
市
で
す
し
店
な
ど
を
経

営
す
る
沢
上
弘
さ
ん
が「
サ
バ

が
持
っ
て
い
る
健
康
パ
ワ
ー
」

と
題
し
て
講
演
。
沢
上
さ
ん

は
、
料
理
の
道
に
入
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
で
き
ご
と
や
現

在
、
八
戸
前
沖
サ
バ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
サ
バ
の
種

類
の
見
分
け
方
な
ど
絵
を
描
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
生

キ
ャ
ラ
煎
餅
フ
ァ
ン
代
表
大
使

の
小
西
礼
子
さ
ん
が
歌
を
、
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
や
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
、
連
合
婦

人
会
会
員
が
踊
り
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

★
表
彰
さ
れ
た
か
た
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◎
表
彰
の
部

・
民
生
委
員
、
児
童
委
員

　

　佐

　藤

　ト

　ミ

　長

　峯

　典

　子

　滝

　沢

　昭

　次

　佐

　藤

　久
美
子

　横

　道

　ア
ヤ
子

・
社
会
福
祉
関
係
者

　長
根
千
津
子（
赤
十
字
奉
仕
団
）

　長
野

　良
子（

　
　〃

　
　）

　木
村

　か
ね（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　木
村

　ツ
セ（
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

　田

　沢

　一

　雄

◎
感
謝
の
部

　長

　峯

　ユ

　リ



6７　広報しんごう　H27・３

サバの種類の見分け方を、絵を描いて説明する
講師の沢上弘氏（滝沢出身）

感謝状を贈られる長峯ユリさん 表彰された民生委員と社会福祉関係者お遊戯を披露するしんごう保育園の園児

式辞を述べる田島英男村社会福祉協議会会長（中央）

新郷村連合婦人会のみなさんの踊り
ユニークな衣装で踊りを披露する新郷村老人
クラブ連合会のみなさん　　　　　　　　　

老人クラブ会員の
佐々木みささん

第23回 新郷村社会福祉大会
ともに生き、

支えあう福祉のむらづくり
住民１７０人が出席

本
村
出
身
の
沢
上

　弘
氏

「
サ
バ
が
持
っ
て
い
る
健
康
パ
ワ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て
講
演

○
ひ
か
り
の
ロ
マ
ン
ス
事
業（
地

域
振
興
力
向
上
対
策
支
援
事
業
）

　五
戸
町
と
新
郷
村
の
両
町
村
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　事
業
費

　
　
　
　２
１
０
万
円

○
定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備
事
業

　定
住
促
進
住
宅
と
し
て
５
棟
を

建
築
し
ま
す
。

事
業
費
　８
、８
２
０
万
２
千
円

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
業

　避
難
施
設
の
停
電
時
に
お
け
る

非
常
用
電
源
の
確
保
と
情
報
伝
達

等
に
使
用
す
る
た
め
、
蓄
電
設
備

を
設
置
し
ま
す
。

　西
越
地
区
公
民
館２

、１
５
０
万
円

　役
場
庁
舎

　

  

２
、１
５
０
万
円

○
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業

　合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
で

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

に
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額

　

５
人
槽

　58
万
６
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

７
人
槽

　73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

○
林
道
曲
戸
ノ
上
線
開
設
事
業

　小
坂
地
区
〜
上
栃
棚
間
の
森
林

の
多
目
的
機
能
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
林
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
26
年
〜
30
年（
５
ヵ
年
）

延

　長

　

 

２
、６
０
０
メ
ー
ト
ル

事
業
費

　

 

１
億
６
、５
０
０
万
円

26
年
度
分
測
量
設
計
工
事
２
、６

０
０
メ
ー
ト
ル

○
農
道
保
全
調
査
計
画
業
務
委
託

事
業

　種
井
沢
・
木
ノ
間
線
の
路
面
劣

化
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
保
全

対
策
の
基
本
方
針
と
計
画
策
定
を

行
い
ま
す
。

○
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
ト
イ
レ
改

修
事
業

　キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
駐
車
場
の

ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
に
改
修

し
ま
す
。

○
雨
池
線
道
路
改
良
事
業

　長
峯
・
川
代
線
と
長
漕
・
長
崎

線
を
結
ぶ
道
路
の
舗
装
を
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

　３
億
円

　工
事
期
間

　平
成
22
年
〜
31
年

・
27
年
度

　舗
装
工
事

　延

　長

　
　３
４
０
メ
ー
ト
ル

　工
事
費

　
　１
、２
０
０
万
円

○
長
峯
・
横
沢
線
舗
装
事
業

全
体
事
業
費

　２
億
円

・
27
年
度

　舗
装
補
修
工
事

　延

　長

　
　４
０
０
メ
ー
ト
ル

　工
事
費

　
　２
、５
０
０
万
円

○
温
泉
線
整
備
事
業

　県
代
行
事
業

測
量
設
計
全
体
事
業
費

　
　
　
　
　
　６
、２
０
０
万
円

・
27
年
度

　測
量
設
計
８
０
０
万
円

○
橋
梁
整
備
事
業

　村
内
31
橋
梁
を
橋
梁
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
順
次
補
修
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

２
億
３
、０
０
０
万
円

・
27
年
度

　田
中
橋
他
４
橋
補
修

測
量
設
計
事
業
費２

、０
０
０
万
円

・
28
年
度
以
降

　長
峯
橋
他
28
橋

の
補
修
測
量
設
計
事
業
費

　
　
　
　１
億
８
、０
４
７
万
円

○
防
雪
柵
整
備
事
業

　大
畑
地
区
の
冬
期
間
の
安
全
を

図
る
た
め
防
雪
柵
を
設
置
し
ま
す
。

全
体
事
業
費
　
　４
、５
０
０
万
円

・
27
年
度

　測
量
設
計
・
用
地
買

収
等

　
　
　
　
　８
０
０
万
円

・
28
年
度
以
降

　防
雪
柵
設
置
工
事

３
、７
０
０
万
円

○
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
等

改
築
事
業

　金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
等

を
改
築
し
ま
す
。

　改
築
工
事
費

　１
、９
３
９
万
円

○
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

全
体
事
業
費

21
億
７
、０
０
０
万
円

　金
ヶ
沢
・
田
中
地
区
の
簡
易
水

道
施
設
の
統
合
を
行
い
、
耐
塩
素

性
病
原
生
物
対
策
と
し
て
紫
外
線

滅
菌
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

・
27
年
度

　測
量
・
設
計
費
及
び

導
水
管
・
紫
外
線
滅
菌
装
置
工
事

　
　
　
　
　
　１
億
４
２
１
万
円

○
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
事
業

　戸
来
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
械
、

電
気
設
備
の
長
寿
命
化
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

全
体
事
業
費

２
億
９
、０
０
０
万
円

・
27
年
度

　電
気
設
備
改
築
・
耐

震
診
断
・
補
強
設
計
費

　
　
　
　
　６
、６
０
０
万
円

○
超
音
波
診
断
装
置
購
入

　村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
診
療

所
に
超
音
波
診
断
装
置
を
導
入
し

ま
す
。

装
置
一
式

４
６
４
万
４
、０
０
０
円

平
成
27
年
度

　
新
郷
村
の
主
な
事
業

　２
月
18
日
、
美
郷
館
で「
第
23
回
新
郷
村
社

会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
住
民
約
１
７
０

人
が
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン「
と
も
に
生
き
、
支
え

あ
う
福
祉
の
む
ら
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
田
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
須
藤
村
長
が
あ
い
さ

つ
。
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
関
係
者
ら
11
人
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
本
村
の
滝
沢
出
身

で
八
戸
市
で
す
し
店
な
ど
を
経

営
す
る
沢
上
弘
さ
ん
が「
サ
バ

が
持
っ
て
い
る
健
康
パ
ワ
ー
」

と
題
し
て
講
演
。
沢
上
さ
ん

は
、
料
理
の
道
に
入
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
で
き
ご
と
や
現

在
、
八
戸
前
沖
サ
バ
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
サ
バ
の
種

類
の
見
分
け
方
な
ど
絵
を
描
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
生

キ
ャ
ラ
煎
餅
フ
ァ
ン
代
表
大
使

の
小
西
礼
子
さ
ん
が
歌
を
、
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
や
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
、
連
合
婦

人
会
会
員
が
踊
り
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

★
表
彰
さ
れ
た
か
た
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◎
表
彰
の
部

・
民
生
委
員
、
児
童
委
員

　

　佐

　藤

　ト

　ミ

　長

　峯

　典

　子

　滝

　沢

　昭

　次

　佐

　藤

　久
美
子

　横

　道

　ア
ヤ
子

・
社
会
福
祉
関
係
者

　長
根
千
津
子（
赤
十
字
奉
仕
団
）

　長
野

　良
子（

　
　〃

　
　）

　木
村

　か
ね（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　木
村

　ツ
セ（
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

　田

　沢

　一

　雄

◎
感
謝
の
部

　長

　峯

　ユ

　リ



8

　「
新
郷
村
安
全
・
安
心
村
づ
く
り
推
進
大
会
」が
２
月
21
日
、
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
の
住
民
が
出
席
し
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　大
会
は
、
金
ヶ
沢
神
楽
保
存
会
の
祈
と
う
に
始
ま
り
、
交
通
・
火
災
事

故
犠
牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
井
畑
清
一

五
戸
警
察
署
長
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
五
戸
警
察
署
の
工
藤
直
彦
地
域
課
長
が
管
内
の
交
通
情
勢
な

ど
に
つ
い
て
、
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
の
三
浦
誠
人
所
長
が
火
災
防
止
活

動
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
講
演
中
、
八
戸
消
防
本
部
の
職
員
が

扮
す
る「
防
災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
」の
寸
劇
も
行
わ
れ
、
住
宅
火
災

警
報
器
の
設
置
促
進
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　ま
た
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の
佐

藤
羽
瑠
斗
君
と
川
代
凜
梨
花
ち
ゃ

ん
の
二
人
が
、
子
ど
も
警
察
官
に

扮
し
、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
」な
ど
と
大
会
宣
言
。

　本
村
の
赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し

て
組
織
の
増
強
を
図
り
、
奉
仕
団

活
動
を
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
と

し
て
、
こ
の
ほ
ど
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
長
か
ら
佐
々
木
久
美

子
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

３
月
９
日
、
村
長
室
で
須
藤
村
長

か
ら
佐
々
木
さ
ん
に
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
に

村
赤
十
字
奉
仕
団
に
加
入
し
、

今
日
ま
で
35
年
間
に
わ
た
り
奉
仕

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
し
ん

ご
う
保
育
園
の
園
児
と
連
合
婦
人
会

の
会
員
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、

畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の
音
頭
で

出
席
者
が「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」を

し
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　村
農
業
後
継
者
の
会（
福
山
義
幸
会
長
）は
２
月
26
日
、
五
戸
町
で

同
会
の
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。

　祝
賀
会
に
は
会
員
ら
35
人
が
出
席
し
、
福
山
会
長
が「
当
会
員
が

生
産
し
た
農
産
物
を
村
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、
来
場
者
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
村
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
農
業
後
継
者
の
人
材
育
成
や
新
規
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
、

魅
力
あ
る
会
に
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
初
代
会
長
の
長
根
武
志
さ
ん
ら
２
名
に
記
念
品
を
贈

呈
。
初
代
会
長
と
し
て
７
年
間
に
わ
た
り
会
の
先
導
に
立
っ
た
経
験

を
も
つ
長
根
さ
ん
は
、「
仲
間
が
集
ま
る
こ
と
で
知
恵
も
集
ま
る
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
会
が
、
村
を
支
え
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　結
び
に
村
農
業
委
員
会
の
村
岡
和
俊
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
村

の
農
業
発
展
、
会
の
活
性
化
へ
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　２
月
28
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
新
郷
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
佐
藤
久
美
子
会
長
）主
催
の
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
会
員
15
名
が
中
華
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　講
師
は
昨
年
と
同
じ
中
国
出
身
の
中
田
理
津
子
さ
ん（
扇
ノ
沢
）。
中
田

さ
ん
は
会
員
を
前
に
ワ
ン
タ
ン
の
皮
作
り
か
ら
実
演
。
中
田
さ
ん
が
三
角

に
切
っ
た
ワ
ン
タ
ン
の
皮
に
具
を
乗
せ
て
要
領
よ
く
包
ん
で
見
せ
る
と
、

会
員
か
ら「
ま
る
で
、
お
ひ
な
さ
ま
み
た
い
」と
感
動
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

　会
員
は
、
こ
の
ほ
か
レ
タ
ス
入
り
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
全
部
で
５
品
の

中
華
料
理
を
調
理
し
、
試
食
。
特
に
中
田
さ
ん
が
中
国
に
帰
省
し
た
際
に

日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
キ
ク
ラ
ゲ
の
炒
め
も
の
は
、
日
本
の
も
の
に

比
べ
て
厚
み
が
あ
り
大
き
く
、
お
い
し
い
と
評
判
で
し
た
。

　２
月
19
日
、
戸
来
小
学
校
の

畑
山
校
長
と
児
童
３
人
が
役
場

を
訪
問
。
１
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
45
回
青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー

大
会
」で
入
賞
し
、
３
月
に
岩
手

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
小
学
生

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
を
須
藤
村
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は「
み
な
さ
ん
の
活

躍
は
村
の
誇
り
。
全
国
大
会
で
も

入
賞
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　２
月
24
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
優
良
工
事
表
彰
式
で
、

本
村
の
㈱
村
下
建
設
工
業（
村
下

萬
社
長
）が
林
政
部
門
で
農
林
水

産
部
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
併

せ
て
、
同
工
事
を
担
当
し
た
桜

台
清
幸
さ
ん（
釜
坂
）に
も
技
術

賞
が
贈
ら
れ
、
同
社
は
二
重
の

喜
び
に
湧
き
ま
し
た
。

　翌
25
日
、
村
下
社
長
ら
が
役

場
を
訪
れ
須
藤
村
長
に
受
賞
報

告
を
し
、
須
藤
村
長
か
ら
賞
賛

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ガンバロー三唱をする参加者

おひなさまみたいな肉ワンタン

”防
災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
“

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
を
呼
び
か
け
！

”防
災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
“

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
を
呼
び
か
け
！

新
郷
村
安
全
・
安
心

村
づ
く
り
推
進
大
会

新
郷
村
農
業
後
継
者
の
会

創
立
40
周
年
の
節
目
を
祝
い
祝
賀
会

初
代
会
長
の
長
根
武
志
さ
ん
ら
35
人
が
出
席

本
場
中
国
の
味
と
技
術
を

我
が
家
の
料
理
に
活
か
そ
う

生
活
改
善
推
進
協
議
会
調
理
実
習

中
田
理
津
子
さ
ん（
中
国
出
身
・
扇
ノ
沢
在
住
）が
講
師

９　広報しんごう　H27・３

大会宣言をするしん
ごう保育園の園児

住宅用火災警報器の点検などを
呼びかける西分遣所の三浦所長

農業後継者の会初代
会長の長根さん

主催者を代表してあい
さつをする福山会長

安全・安心な村づくりの実現に向けて祈とう
する金ヶ沢神楽保存会のみなさん左から㈱村下建設工業の村下萬社長、技術者の

桜台清幸さん、村下政拓常務取締役
左から畑山戸来小校長、長峯源君、福山修君、
長峯魁君

管内の交通情勢などについて講話
する五戸警察署の工藤地域課長

住
民
約
２
０
０
名
が
出
席

須藤村長から感謝状を伝達される佐々木さん（右）

ワンタンの皮の作り方を教える講師の中田理津子さん（左）

レタス入りチャーハンやキクラゲの炒めものなど５品を調理

農業後継者の会創立40周年記念祝賀会に出席したかたがた

村
赤
十
字
奉
仕
団

佐
々
木
久
美
子
さ
ん（
舘
神
）に

平成27年全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
出
場
決
定
!!

福
山
修
君（
戸
来
小
４
）
長
峯
源
君
（
戸
来
小
５
）
長
峯
魁
君
（
戸
来
小
５
）

㈱
村
下
建
設
工
業  

農
林
水
産
部
長
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　桜
台
清
幸
さ
ん
は
技
術
賞
受
賞

日
赤
支
部
が

感
謝
状
を
授
与

は

り

り

か

る

と
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　「
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・
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進
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催
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０
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域
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く
り
実
現
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て
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決
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新
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に
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ま
し
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。
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清
一

五
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警
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長
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激
励
の
言
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述
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ま
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。
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警
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署
の
工
藤
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域
課
長
が
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内
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交
通
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勢
な
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つ
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所
の
三
浦
誠
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活
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。
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扮
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防
災
戦
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ダ
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ュ
１
１
９
」の
寸
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も
行
わ
れ
、
住
宅
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災

警
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設
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。
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。
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仕
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９
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。
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仕

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
し
ん

ご
う
保
育
園
の
園
児
と
連
合
婦
人
会

の
会
員
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、

畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の
音
頭
で

出
席
者
が「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」を

し
、
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　村
農
業
後
継
者
の
会（
福
山
義
幸
会
長
）は
２
月
26
日
、
五
戸
町
で

同
会
の
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。

　祝
賀
会
に
は
会
員
ら
35
人
が
出
席
し
、
福
山
会
長
が「
当
会
員
が

生
産
し
た
農
産
物
を
村
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、
来
場
者
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
村
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
農
業
後
継
者
の
人
材
育
成
や
新
規
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
、

魅
力
あ
る
会
に
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
初
代
会
長
の
長
根
武
志
さ
ん
ら
２
名
に
記
念
品
を
贈

呈
。
初
代
会
長
と
し
て
７
年
間
に
わ
た
り
会
の
先
導
に
立
っ
た
経
験

を
も
つ
長
根
さ
ん
は
、「
仲
間
が
集
ま
る
こ
と
で
知
恵
も
集
ま
る
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
会
が
、
村
を
支
え
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　結
び
に
村
農
業
委
員
会
の
村
岡
和
俊
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
村

の
農
業
発
展
、
会
の
活
性
化
へ
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　２
月
28
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
新
郷
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
佐
藤
久
美
子
会
長
）主
催
の
調
理
実
習
が
行
わ
れ
、
会
員
15
名
が
中
華
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　講
師
は
昨
年
と
同
じ
中
国
出
身
の
中
田
理
津
子
さ
ん（
扇
ノ
沢
）。
中
田

さ
ん
は
会
員
を
前
に
ワ
ン
タ
ン
の
皮
作
り
か
ら
実
演
。
中
田
さ
ん
が
三
角

に
切
っ
た
ワ
ン
タ
ン
の
皮
に
具
を
乗
せ
て
要
領
よ
く
包
ん
で
見
せ
る
と
、

会
員
か
ら「
ま
る
で
、
お
ひ
な
さ
ま
み
た
い
」と
感
動
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

　会
員
は
、
こ
の
ほ
か
レ
タ
ス
入
り
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
全
部
で
５
品
の

中
華
料
理
を
調
理
し
、
試
食
。
特
に
中
田
さ
ん
が
中
国
に
帰
省
し
た
際
に

日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
キ
ク
ラ
ゲ
の
炒
め
も
の
は
、
日
本
の
も
の
に

比
べ
て
厚
み
が
あ
り
大
き
く
、
お
い
し
い
と
評
判
で
し
た
。

　２
月
19
日
、
戸
来
小
学
校
の

畑
山
校
長
と
児
童
３
人
が
役
場

を
訪
問
。
１
月
に
開
催
さ
れ
た

「
第
45
回
青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー

大
会
」で
入
賞
し
、
３
月
に
岩
手

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
小
学
生

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
を
須
藤
村
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　須
藤
村
長
は「
み
な
さ
ん
の
活

躍
は
村
の
誇
り
。
全
国
大
会
で
も

入
賞
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　２
月
24
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
優
良
工
事
表
彰
式
で
、

本
村
の
㈱
村
下
建
設
工
業（
村
下

萬
社
長
）が
林
政
部
門
で
農
林
水

産
部
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
併

せ
て
、
同
工
事
を
担
当
し
た
桜

台
清
幸
さ
ん（
釜
坂
）に
も
技
術

賞
が
贈
ら
れ
、
同
社
は
二
重
の

喜
び
に
湧
き
ま
し
た
。

　翌
25
日
、
村
下
社
長
ら
が
役

場
を
訪
れ
須
藤
村
長
に
受
賞
報

告
を
し
、
須
藤
村
長
か
ら
賞
賛

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ガンバロー三唱をする参加者

おひなさまみたいな肉ワンタン

”防
災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
“

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
を
呼
び
か
け
！

”防
災
戦
士
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
“

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
を
呼
び
か
け
！

新
郷
村
安
全
・
安
心

村
づ
く
り
推
進
大
会

新
郷
村
農
業
後
継
者
の
会

創
立
40
周
年
の
節
目
を
祝
い
祝
賀
会

初
代
会
長
の
長
根
武
志
さ
ん
ら
35
人
が
出
席

本
場
中
国
の
味
と
技
術
を

我
が
家
の
料
理
に
活
か
そ
う

生
活
改
善
推
進
協
議
会
調
理
実
習

中
田
理
津
子
さ
ん（
中
国
出
身
・
扇
ノ
沢
在
住
）が
講
師

９　広報しんごう　H27・３

大会宣言をするしん
ごう保育園の園児

住宅用火災警報器の点検などを
呼びかける西分遣所の三浦所長

農業後継者の会初代
会長の長根さん

主催者を代表してあい
さつをする福山会長

安全・安心な村づくりの実現に向けて祈とう
する金ヶ沢神楽保存会のみなさん左から㈱村下建設工業の村下萬社長、技術者の

桜台清幸さん、村下政拓常務取締役
左から畑山戸来小校長、長峯源君、福山修君、
長峯魁君

管内の交通情勢などについて講話
する五戸警察署の工藤地域課長

住
民
約
２
０
０
名
が
出
席

須藤村長から感謝状を伝達される佐々木さん（右）

ワンタンの皮の作り方を教える講師の中田理津子さん（左）

レタス入りチャーハンやキクラゲの炒めものなど５品を調理

農業後継者の会創立40周年記念祝賀会に出席したかたがた

村
赤
十
字
奉
仕
団

佐
々
木
久
美
子
さ
ん（
舘
神
）に

平成27年全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
出
場
決
定
!!

福
山
修
君（
戸
来
小
４
）
長
峯
源
君
（
戸
来
小
５
）
長
峯
魁
君
（
戸
来
小
５
）

㈱
村
下
建
設
工
業  

農
林
水
産
部
長
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　桜
台
清
幸
さ
ん
は
技
術
賞
受
賞

日
赤
支
部
が

感
謝
状
を
授
与

は

り

り

か

る

と



1011　広報しんごう　H27・３

お知らせ

【予防接種を受けられる曜日】
　毎週　月曜日・木曜日・土曜日（月曜日を追加）
【受付時間】
　月曜日・木曜日：午後１時～４時まで
　土曜日　　　　：午前９時～11時まで
【接種会場】新郷診療所
＊新郷診療所が休診の時は接種できません。
＊接種日の２日前までに、新郷診療所（℡ 78－
　3111）に予約をお願いします。
　詳しくは、役場厚生グループまでお問い合わ
せください。℡ 0178－61－7555

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な
口座振替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、
個人事業税、法人県民税･法人事業税･地方法人
特別税、軽油引取税です。県税部又は最寄りの
取扱金融機関において、通帳と預金届出印を
お持ちいただければ、簡単に手続きできます。
　なお、自動車税の納税証明書（継続検査用）は、
後日送付します。自動車税の口座振替申し込み
期限は、毎年４月30日ですので、お早めに
お申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方
銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、
漁協等です。（県外本店の金融機関は県内支店に
限られます。）
問い合わせ先　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　 電話 27－5111　内線211・327・357

○犬の登録と狂犬病予防注射について
　生後３ヵ月（91日）以降の飼主は、狂犬病予防法
により、犬の登録（生涯１回）と狂犬病予防注射
（年１回）を受けることが義務付けられています。
　犬を飼う際は役場で犬の登録手続きをし、鑑札
票（手数料3,000円）をもらってください。
　また、狂犬病は人を含む全ての哺乳類に感染し、
非常に死亡率の高いウイルス性の感染症です。
予防注射は動物病院のほか、村では、春（４月）と
秋（９月）の定期集合注射で行っています。飼い犬
には必ず予防注射を受けさせ、役場で予防注射済
票（手数料550円）をもらってください。
○鑑札票と予防注射済票の装着について
　「鑑札票と予防注射済票は常に飼い犬に装着してい
ること」と、狂犬病予防法で義務付けられています。
　鑑札票を装着していれば、災害時等に飼い犬が
迷い犬となった際、飼い主をすぐに特定できます。
（鑑札票を着けていない場合、野犬と見なされ処分の
対象になります）
　鑑札票は自宅に保管せず、必ず飼い犬に装着して
ください。
担当：住民生活課　厚生グループ　℡ 61－7555

春の火災予防運動

　今年も４月13日（月）から19日（日）までの７日
間、県下一斉に春の火災予防運動が実施されま
す。火災予防運動の目的は、これから火災が発
生しやすい時季を迎えるに当たり、住民の皆様
に防火に対する意識を一層高めていただき、火災
の発生を防止することにより、高齢者等を中心
とする死者の発生を減少させるとともに、財産
の損失を防ぐことです。

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆
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　新郷村では平成26年４月１日より、八戸圏域
消費生活相談の広域連携協定に基づいた消費
生活相談を始めております。
　八戸市を中心として周辺７町村（三戸町、五戸
町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいら
せ町）の連携による相談体制で機能強化を図ると
ともに広域的な情報収集による消費者被害の
未然防止や早期解決を図ります。
　当村ではこれからも、村民の皆様が安全に安
心して暮らせる地域社会づくりを目指し、地域
や関係市町村と連携を深めながら消費者被害の
未然防止に向けた啓発活動を進めるとともに、
自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野
からも継続的に取り組んでまいりたいと考えて
います。　
平成27年３月　　新郷村長　須　藤 　良　美

～悪質商法、契約トラブル、多重債務など … ご相談ください～
開 設 日　月曜日～金曜日（土日祝・年末年始除く）

受付時間　午前８時15分～午後５時

場　　所　（八戸市） 八戸市消費生活センター
℡ 0178－43－9216
八戸市庁別館５階商工政策課内
（八戸市内丸一丁目１番１号）

（新郷村） 住民生活課住民グループ窓口
℡ 0178－78－2111
新郷村役場１階住民グループ内
（新郷村大字戸来字風呂前10）

統一標語
『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
☆寝たばこは、絶対やめる。
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。

◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

【運動期間】４月７日（火）～４月13日（月）

【運動の重点】
・新入学（園）児の安全指導
・新入学（園）児への思いやりの
ある運転の推進

　平成27年４月から、専門の相談員を村に招き、
障がいを持った方やそのご家族の
相談に無料で応じます。
　困ったことや悩みごとなど何で
もお気軽にご相談ください。
○場　所　　新郷村総合福祉センター
○相談日　　毎月第２水曜日　10：00～12：00
　　　　　　（祝日、年末年始はお休み）
問い合わせ先
　厚生グループ障害福祉担当　℡ 0178－61－7555

平成27年４月から子どもの予防接種が
できる曜日が追加されました　　  　　

県税の口座振替のお願い

犬を飼っている皆様へ
狂犬病予防注射をしていますか？

鑑札票と予防注射済票を飼い犬に装着していますか？

「八戸圏域消費生活相談体制」の継続について

専門の相談員が障がいを　
持った方の相談に応じます

１　「飛び出し」の防止をしっかり指導しましょう。子ど
もは、一つのことに注意が向くと、周囲のことが
目に入りません。

２　「しっかり」見ることの意味、大切さを子どもの目の
高さで指導しましょう。子どもに見える道路の様子
は大人とは違います。

３　通学（園）路を実際に見て確認し安全な横断の仕方を
指導しましょう。子どもは自分の位置と危険との関係
の認識が未熟で直感的、感覚的に行動します。

４　信号が青でも右左折車などが来ることを理解させ、
常に右左の安全を確認するよう指導しましょう。子ど
もは「青信号は安全」だと思いこむ傾向にあります。

５　注意するときの「声がけ」は具体的に分かりやすくし
ましょう。子どもは抽象的な言葉だけでは危険を理解
することができません。

新入学（園）児の交通事故防止運動
　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、
県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入す
る健康保険事業を運営しています。
　平成27年度における当支部の健康保険料率は、
例年より１か月遅れの４月分（５月納付分）保険
料より10.00％から9.98％に変更となります。（介
護保険料率も1.72％から1.58％に変更）
　厳しい医療保険の財政状況の中、協会けんぽ
のさまざまな取組みにおける、加入者及び事業
主の皆さまのご理解とご協力に対して感謝申し
上げます。保険料額はホームページからご覧い
ただけます。
問 全国健康保険協会青森支部（青森市長島２－
2 5 －３　☎01 7 － 7 2 1 － 2 7 1 3  ホームページ
http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/）

平成27年度協会けんぽ　 　
青森支部の保険料率について

　ＮＴＴ東日本では、４月中に順次、新しい青
森県版の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けい
たします。現在お使いの電話帳は、お届けの際
に回収いたしますので配達員へお渡しください。
回収した電話帳は、地球環境保護や資源の有効
活用のため、新しい電話帳の原材料となります。
　なお、ご不在等で配達員に電話帳を渡せなか
った場合、下記の「タウンページセンタ」まで
ご連絡いただければ、後日、改めて回収にお伺
いいたします。
《問い合せ先》
タウンページセンタ〔平日：午前９時～午後５時〕
お問い合わせ先　０１２０－５０６３０９

ＮＴＴ東日本の電話帳を発行いたします

消 費 生 活 相 談

子どもの交通事故防止５つのポイント
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【予防接種を受けられる曜日】
　毎週　月曜日・木曜日・土曜日（月曜日を追加）
【受付時間】
　月曜日・木曜日：午後１時～４時まで
　土曜日　　　　：午前９時～11時まで
【接種会場】新郷診療所
＊新郷診療所が休診の時は接種できません。
＊接種日の２日前までに、新郷診療所（℡ 78－
　3111）に予約をお願いします。
　詳しくは、役場厚生グループまでお問い合わ
せください。℡ 0178－61－7555

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な
口座振替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、
個人事業税、法人県民税･法人事業税･地方法人
特別税、軽油引取税です。県税部又は最寄りの
取扱金融機関において、通帳と預金届出印を
お持ちいただければ、簡単に手続きできます。
　なお、自動車税の納税証明書（継続検査用）は、
後日送付します。自動車税の口座振替申し込み
期限は、毎年４月30日ですので、お早めに
お申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方
銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、
漁協等です。（県外本店の金融機関は県内支店に
限られます。）
問い合わせ先　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　 電話 27－5111　内線211・327・357

○犬の登録と狂犬病予防注射について
　生後３ヵ月（91日）以降の飼主は、狂犬病予防法
により、犬の登録（生涯１回）と狂犬病予防注射
（年１回）を受けることが義務付けられています。
　犬を飼う際は役場で犬の登録手続きをし、鑑札
票（手数料3,000円）をもらってください。
　また、狂犬病は人を含む全ての哺乳類に感染し、
非常に死亡率の高いウイルス性の感染症です。
予防注射は動物病院のほか、村では、春（４月）と
秋（９月）の定期集合注射で行っています。飼い犬
には必ず予防注射を受けさせ、役場で予防注射済
票（手数料550円）をもらってください。
○鑑札票と予防注射済票の装着について
　「鑑札票と予防注射済票は常に飼い犬に装着してい
ること」と、狂犬病予防法で義務付けられています。
　鑑札票を装着していれば、災害時等に飼い犬が
迷い犬となった際、飼い主をすぐに特定できます。
（鑑札票を着けていない場合、野犬と見なされ処分の
対象になります）
　鑑札票は自宅に保管せず、必ず飼い犬に装着して
ください。
担当：住民生活課　厚生グループ　℡ 61－7555

春の火災予防運動

　今年も４月13日（月）から19日（日）までの７日
間、県下一斉に春の火災予防運動が実施されま
す。火災予防運動の目的は、これから火災が発
生しやすい時季を迎えるに当たり、住民の皆様
に防火に対する意識を一層高めていただき、火災
の発生を防止することにより、高齢者等を中心
とする死者の発生を減少させるとともに、財産
の損失を防ぐことです。

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆
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　新郷村では平成26年４月１日より、八戸圏域
消費生活相談の広域連携協定に基づいた消費
生活相談を始めております。
　八戸市を中心として周辺７町村（三戸町、五戸
町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいら
せ町）の連携による相談体制で機能強化を図ると
ともに広域的な情報収集による消費者被害の
未然防止や早期解決を図ります。
　当村ではこれからも、村民の皆様が安全に安
心して暮らせる地域社会づくりを目指し、地域
や関係市町村と連携を深めながら消費者被害の
未然防止に向けた啓発活動を進めるとともに、
自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野
からも継続的に取り組んでまいりたいと考えて
います。　
平成27年３月　　新郷村長　須　藤 　良　美

～悪質商法、契約トラブル、多重債務など … ご相談ください～
開 設 日　月曜日～金曜日（土日祝・年末年始除く）

受付時間　午前８時15分～午後５時

場　　所　（八戸市） 八戸市消費生活センター
℡ 0178－43－9216
八戸市庁別館５階商工政策課内
（八戸市内丸一丁目１番１号）

（新郷村） 住民生活課住民グループ窓口
℡ 0178－78－2111
新郷村役場１階住民グループ内
（新郷村大字戸来字風呂前10）

統一標語
『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣
☆寝たばこは、絶対やめる。
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

【運動期間】４月７日（火）～４月13日（月）

【運動の重点】
・新入学（園）児の安全指導
・新入学（園）児への思いやりの
ある運転の推進

　平成27年４月から、専門の相談員を村に招き、
障がいを持った方やそのご家族の
相談に無料で応じます。
　困ったことや悩みごとなど何で
もお気軽にご相談ください。
○場　所　　新郷村総合福祉センター
○相談日　　毎月第２水曜日　10：00～12：00
　　　　　　（祝日、年末年始はお休み）
問い合わせ先
　厚生グループ障害福祉担当　℡ 0178－61－7555

平成27年４月から子どもの予防接種が
できる曜日が追加されました　　  　　

県税の口座振替のお願い

犬を飼っている皆様へ
狂犬病予防注射をしていますか？

鑑札票と予防注射済票を飼い犬に装着していますか？

「八戸圏域消費生活相談体制」の継続について

専門の相談員が障がいを　
持った方の相談に応じます

１　「飛び出し」の防止をしっかり指導しましょう。子ど
もは、一つのことに注意が向くと、周囲のことが
目に入りません。

２　「しっかり」見ることの意味、大切さを子どもの目の
高さで指導しましょう。子どもに見える道路の様子
は大人とは違います。

３　通学（園）路を実際に見て確認し安全な横断の仕方を
指導しましょう。子どもは自分の位置と危険との関係
の認識が未熟で直感的、感覚的に行動します。

４　信号が青でも右左折車などが来ることを理解させ、
常に右左の安全を確認するよう指導しましょう。子ど
もは「青信号は安全」だと思いこむ傾向にあります。

５　注意するときの「声がけ」は具体的に分かりやすくし
ましょう。子どもは抽象的な言葉だけでは危険を理解
することができません。

新入学（園）児の交通事故防止運動
　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、
県内の中小企業の従業員とそのご家族が加入す
る健康保険事業を運営しています。
　平成27年度における当支部の健康保険料率は、
例年より１か月遅れの４月分（５月納付分）保険
料より10.00％から9.98％に変更となります。（介
護保険料率も1.72％から1.58％に変更）
　厳しい医療保険の財政状況の中、協会けんぽ
のさまざまな取組みにおける、加入者及び事業
主の皆さまのご理解とご協力に対して感謝申し
上げます。保険料額はホームページからご覧い
ただけます。
問 全国健康保険協会青森支部（青森市長島２－
2 5 －３　☎01 7 － 7 2 1 － 2 7 1 3  ホームページ
http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/）

平成27年度協会けんぽ　 　
青森支部の保険料率について

　ＮＴＴ東日本では、４月中に順次、新しい青
森県版の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けい
たします。現在お使いの電話帳は、お届けの際
に回収いたしますので配達員へお渡しください。
回収した電話帳は、地球環境保護や資源の有効
活用のため、新しい電話帳の原材料となります。
　なお、ご不在等で配達員に電話帳を渡せなか
った場合、下記の「タウンページセンタ」まで
ご連絡いただければ、後日、改めて回収にお伺
いいたします。
《問い合せ先》
タウンページセンタ〔平日：午前９時～午後５時〕
お問い合わせ先　０１２０－５０６３０９

ＮＴＴ東日本の電話帳を発行いたします

消 費 生 活 相 談

子どもの交通事故防止５つのポイント
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れおんのお家の前で、りおとと
遊んでるの。れおんとりおとと
ブロックして遊んでるんだよ。
りおとがもっと大きくなったら
ゲームしようね。

杉林　玲音くん（うめ組）
パパと一緒にお買物してると
ころだよ。ニンニンジャーの
剣を買ってもらったよ。あとは
オレンジとさくらんぼとりんご
も買ったんだよ。

長根　　健くん（うめ組）
れおんすぎばやし たけるなが ね

3月9日、須藤村長に受章報告に訪れた福山副団長（左）と畠山団長（中央）

　３月６日、平成26年度消防功労者消防庁長官表彰式が東京都で
開催され、畠山賢悦団長と福山義徳副団長らが出席し、消防庁長官
から表彰旗を授与されました。
　今年度、青森県から受章した消防機関は新郷村消防団だけです。

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会
平成２6年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

4 月
うづき
April卯 月

人の動き
男　1,323人（－４人）
女　1,411人（－３人）
計　2,734人（－７人）
世帯数942世帯（±０世帯）
（平成27年２月末現在）

むらのガイド

平成27年

ダイヤモンド（金剛石）
̶ 洗浄・無垢 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１５年４月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

不用犬の引き取り日１ 水
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日３ 金
新郷温泉館休館日６ 月
新入学（園）児の交通事故防止運動（～13日）
村内小中学校入学式７ 火

入学おめでとう！春のあいさつ・声かけ運動（～10日）８ 水
人権相談 山村開発センター10 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
春の火災予防パレード12 日 青森県議会議員一般選挙
新郷温泉館休館日13 月
乳児・１歳６ヶ月・２歳児健診17 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
第399回子ども会親子早起き掃除19 日
新郷温泉館休館日20 月
新郷村教育大会23 木 春季犬の登録と狂犬病予防注射（～24日）
燃えないごみ収集日24 金
五戸地区消防団観閲式26 日
新郷温泉館休館日27 月
昭和の日29 水
軽自動車税納期限　　　30 木

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

新郷村消防団に消防庁長官から表彰旗が授与されました新郷村消防団に消防庁長官から表彰旗が授与されました
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